
女子高校生及び短大生の心理 ・身体発育過程の研究

野 村 晶 子

緒 言

近年 、 小 児の め ざま しい 身体 発 育が み られ るが 、 又、 思春 期 女 子 の 初 潮年

令 早 期 化 現 象 もみ られ 、 これ らの 関 係学 会 で は 注 目をあ び て い る。 一 方、 青

年 期 に 澄け るPersonalityの 未 成 熟 さ も目立 ち 、精 神 。身体 面で の不 均 衡

さ も問題 とされ て い る。

体格 と性 格 の関 係ず け につ い て は 、 ヒポ ク ラテ ス のい わ ゆ る体 液 説 には じ

ま り、Kretschiver,E,の 体格 と気質 の関 連 餅究 、AIlporbG.W.の 人

格 の構 造 の 研究(そ の仮 面性)、 等 、そ の他 この 間 の関 係 を究 明 しよ うとい

う努 力は 、 実 に精Ria多 くの研 究 をつ み 重 ね て来 た と言 え よ う。 しか し、:未

だ.明 侠 な関 係づ け を得 て い る とは言 い難 い 。

本 報 告 で は、土 佐女 子 高校 生及 び 立正 女 子 大学 短期 大 学 部 学 生 を対 象 と し、

そ の 身体 発 育 状況 及 び初 潮年 令 、 生 育 歴 、病 歴 、 偏 食、 怪 我 の発 生 状 況 等 の、

Physica-調 査 と共 に、 高 校生 に は、 精研 式Personality1卿entory

50項 目 と正 木氏 自己信頼 性 ・社 会 性 ・欲 求不 満 感 の各 検 査 を 籀行 し、 短 大 生

に は、 質 問 紙法 に依 り、精 神 。身体 面 で の問 魎 性 の 項 演13を 作 製 し翻 答 を求

め 、 更 に、現 在 の不 安(気 にか か る こ と)に つ いて 調 査 を試 み た ので、 そ の

尚 の 関係 に つい て得 られ た 結果 を分 柝 してみ た。

方 法

女 子 高 校 生 につ い て は 昭和38年 度 、 高知 県 。土佐 女子 高 校2年 生440名

に つ い て、 中学3年 よ り高佼2年 次 に到 る3年 間 の、 身長 。体 重 ・胸囲 。

Rohrer指 数 の 身体 発 育 状況 を学 校 カル テ に 依 の調 査 した。 同時 に、 生 育歴

に つ いて は ※調 査 票 を配 り記入 を求 めた。 ※※PersonalityTestに つ い

て は、 高 校2年 生社 会 科授 業時 闘 に担 当教 師 の 指 示 の 下 に 回 答 を求 め た。

(所 要 時 「爵60分)又 、 学 業 成 績 、 出席 状況 は学 籍 簿 に 依 る 調 査 で あ る。210名

の立 正 女 子大 短 期 大学 部(昭 和44年 度 、1年 。2年 次)学 生 につ い て は、

※※※ 質 問 紙 法 に依 り、 精 神 。身体 面 の 問題 性 の有 無 、 及 び、 「現 在 、 気 に

か か る こ と」 に つい て の 調査 を施 行 した 屯の で あ る。
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※ ※

① 精 研 式Pers・n・11tylnv・nt・ ・y5° 項 目 ・

(personality5Typeの 分 類)

E-type..................F;pileptic

'NevroticNrYPe .................

HType..................gysteria

STypeSchizoth肺nic

Ztype..................Gyciothymic

② 正 木 正 氏 式 自 己 信 頼 性 、 社 会 性 、

欲 求 不 満 感 に つ い て の 各 検 査 。

..

(項 目)1.発 熱 し や す い 。

2.排 尿 が 近 い 。

3.ね つ き が 悪 い 。

4.下 痢 し や す い 。

5.風 邪 ひ き や す い 。

6.皮 膚 が 弱 い 。

7.夜 中 に め ざ め や す い 。

&嘔 吐 し や す い 。

9.ア レ ル ギ ー 性 体 質 。

ip.音 に 敏 感 。

11.腹 蒲 を よ く 起.す 。

12,よ く 頭 痛 が す る。

1.3.便 秘 し や す い 。
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※調査表

調査 年 月 日

調 査 票

○ 本調査は研究に用いるもので、成績とは関係しまぜんので、思つた通 り正直に記

入して下さい。お互に見せ合 ってはいけません。

H氏 名 昭和 年 月 日生満 年 ヶ月

住所 家の職業 宗教

氏名 年令 続柄 職 業 最 終 学 歴

家

・

族

父

母

_t

畳

唇

生 育 歴

(1)生 れ た 場 所(2)生 れ 塒 の状態

(3)欄 をみ塒 期(,1丶 中、高)隼 生 月(満 年 明)

(4)病 歴 満 才()、 満 才()

(5)大 ケ ガを した ことがあ りますか。 はい、 いいえ、

あれば 満 才()満 才()

(6)食 物 に好 き嫌いがあ りますか。 はい、 いいえ、

あればあげ て下 さい。()
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(Fig1)身 長 発 育 (Fig2)体 重 発 育
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結 果及 び 考 察

(1}身 体 発 育 状況 につ い て

高 校 生 対 象者 の体 格 の3年 間 の発 育状 況 を検討 す ると、(Fig1.身 長)、

(Fig2.体 重)は3年 間 の対 象者 の発 育 を実 線 で 描 き、破 線 で 文 部 省値 を、 点

線 で 日本 女 子大 値(加 藤 氏)を 、 コ ン トロ ール群 と して 比較 した もの で あ る。

こ こで示 され る む 彡に、対 象女 子 高 校 隼 は、 身長 は、 中3。 高1ま で は文

部省 値 を上 廻 っ でい るが 、 高 真か ら高2に かけ て は、 発 育は 停 滞 し、 高2で

は文 部省 値 よ り、平 均 身長 は、 や や低 くな っ て い る。

体 重 につ い て は、 中3よ 珍高2の3年 尚 全体 に わ た り、 文 部省 値 を下 廻 り、

又、 日太 女 子 大 薩(加 藤 氏)に 比較 す る吃 、 身長 ・体重 共 に、 全期 間 、 下廻

る体格 を持 っ て い る こ と撚 み られ る。

胸.wつ い て は、 文 部 省値 、 」 女 子 大 値 に比 較 して み て も、 勝 る と も劣

らず 、Kohrer値 毛、 文 部 省値 、 日本 女 子 大値 に比 較 して、 非 常 に 近似 した

Table1. T`abie2.

中3
甼」一

島1
宀
員2 短太生 中3 高11高2 短大生

身 長(翩)
f f f f

体 重(Kの
f 門f f

138.◎ 斜13.9.:9 1 1 1 獄 30.031.9 3 Q i 0

議 鍵お 過 禦14γ1.9 3 2 1 Q 32.0.33.9 1 2 1 0

34.0-35.9 9 2 0 z
142.0～143.9 5 3 6 0

36.0～37.9 15 8 2 0
げ 144.◎ ～145.」 18 12 9 2

38.Q～39.9 33 20 五4 1

,

r 146」0～147.: 26 25 24 5
40.◎ ～41.9 42一 28 25 6

148.0～149.9 38 34 42 8 4;.か ～43.955 56 39 14

150.◎ ～151。9

152.0-rl53:9

59

83

415

75

3;7

79

24

24

44.・ti45.91・

4>6.◎ ～47.9141

74

5§

63

52

12

23

4&◎ ～49:9 4ぞ1 5G 63 29

154.0^-155.9 58 81 73 25
5a,a～51..9 .32 53 54 19

156.0～157.9 46 70 61 31 52.0^-53,9 21 35 46 32

158.◎ ～159.9 28 35 48!43 54.0～ 轟5.9 13 24 30 19

160.0<...161.9 15 2s 29 29 56.0～57.9 S4 11 20 25

162.0～163.9 ‡0 21 19 16 鬘8.0～59.9

60.061.9

3

0

12

3

1s

10

19

6

164.0-165.9 2 3 6 5
62,0^r63.9 2 0 2 2

166.0-167.9 3 4 4 a 64.0～65.9 1 2 3 3

168.fl^-169.9 1 0 ◎ 0 66.0.rg7.9 0 2 1 2

170.0-r17.1.9 0 2 1 0 si1… 0 ]. 1 0

Tota1 396 440 440 210
`Cotai 396 440 44◎ 210

X
153.3 154.5 154.6 156.6 X

45.7 47.6 49.0 51.2

S.D 4.81 6.63
{4・95

4.43 S.0 5.?3 5.04 5.70 5.5G
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Table3.

中3
一一

咼1
_ら 一

咼2 短大生
胸 囲
(cm) f f f f

64.0^'65.9 4 1 2 0

66.0～67。9 5 0 0 0

68.0^-69.9

●

10 2 0 0

70.0^'71.9 34 10 3 1

72.0-r73.9 44 25 20 3

74.0～75.9 70 42 43 3

76.0～77.9 63 61 47 4

78.0^-79.9 51 88 76 26

80.0^-8i.9 51 79 87 37

82.0^'83.S 35 59 53 43

84.0～85,9 17 38 59 41

86.0^87.9 9 16 28 27

88.0～89.9 z 10 9 11

90,0～91.9 0 7 9 10

92.0^-93.9 z 0 2 3

94.0～ 厂95.9 0 2
「

1 1

96.0～97.9 0 0 0 0

98.0^r99.9 0 0 1 0

'Dotal 396 AI, 440 210

一`

X 77.4 79.9 81.2 83,5

S.11 4.49 4.43 2.28 `'4.001
.

Table4.

中3
i

局1
一"

咼2 短 大生 『

Rohrer

(指 数) f f F f

0.90^0.99. 6 3 0 0

1.00^-1.09. 39 27 14 6

1.1p-rl.i9 82 84 74 15

1.20-1.29 103 li4 102 3G

1.30^-1.39 102
l
i25,132 so

1.40～1.49 45 57 69 56

1.50～1.59 16 i8 35 2U

1.60^-1.69 i 12 11 11

1.70^1.79 2 α 3一 3

1.80～1.89 0 0 o 1

1.90～1,99 0 0 0 1

2.00^-2.09 0 0 0 0

x.10.2.19 0 0 0 1

,

Total 396 440 440 210

X Z.27 1.as 1.37 1.s9

S.ll 0.13 0.14 0.14 0.60
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Table5.

女子 高 生 短 大 生
初 潮 年 令

f f

9年 以前 1 0

10年 ◎ヶ月 ～ 10年5ケ 月 4 0

10 ; 6 10 ; li 10 U

ii ; 0 ～1i ; 5 21 3

11 ; 6 A-11 ; 11 4'0 13

12 ; Q ^一一12 ; 5 69 23

12 ; 6 ～12 ; 11 96 38

13 ; 0 ～13 ; 5 ss 4"8

13 ; b ^.,13 ; 11 46 34

14 ; 0 ～14 ; 5 29 23

14 ; 6 14 ; 11 t.G 20

i5 ; U ～i5 ; J 11 4

t5 ; 6 ^-15 ; 11 2 3

16 a G ^r16 ; 5 0 1

16 ; 6 ～16 ; 11 1 0

17 年以後 4 d

To tal 392 210

X 12隼9ケ 月 13隼1

…

ケ 月

S v 1.39 1.1 4

数 値 を示 して い る。

短 大 女 子 学生 に つ い て は、

そ の 資料 が無 く比較 出来 な い

のが 残 念 で あ る。(Table1.

～Table4 .)

対 象 女 子 高 校生 の 平均 初 潮

年 令 は12年9ヶ 月(標 準 偏

差1.39年)、 対 象 短 大 女 子

学 生 の平 均 初 潮年 令 は13年

1ケ 月(標 準偏 差1.14年)

で、 これ は 、 加 藤 氏 の 日太 女

子 大 値12年9ヶ 月、 成 城 値

12驫8ヶ 月 と、 ほ ぼ一一致 し

た結 果 が み られた。

初 潮 年 令 につ い て 、 「19

世 紀以 来 一 般 に、 高 熱 気 温が

性 的 成熟 を促 進 させ 、寒 冷 気

温 が これ を 遅滞 させ る と信 じ

られ て来 た。 …… … 現在 ま で

蓄 積 され た 資料 で は 必 ず も気

候 的 要 因 の重 要 性 は 支 持 され

て い ない。 」 遠 藤 氏;

「心 理 学 へ の招 待 」 性 成 熟の

地 域 差 遠 藤氏 は 、 イ ン ド

各 地 よ り資 料 を収 集 して 初 潮

年 令 分 布 を 作 製 さ れ てい るが、

そ の一 例 を引 用 す る と、

(表1.)
IND王A15隼 ◎ ヶ 月(1959調)

14年9ヶ 月(1960)

14奪 ・8ヶ 月(1961)

BonbaY13蜘 δケ月(1845)

14年4ケ 月(1956)

13年9ヶ 月(1957)

13年8ヶ 月(1957)
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(Fig3.)初 潮年 令 群 別 平 均 身長発 育

初潮年令群 A11年 以 前

Bli;0-rila

C11;6-一 一11;11

1112;0-12;5

E12;6～12;11

F13;.013;5

G13;613;11

H140～14;5

114;x,..,14;11

」15年 以 後
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(Fig4.)初 潮 年 令群別 平均 体重 発 育

群 A11年 以 前

B11;0-vll;

C11;611;11

v12;012;5

E12;6-12;11

F13;0-・.,13;5

G13;6-13;11

H14;◎ ～14;5

114;6--14;11

J15駕 以 微
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(Fig5.)初 潮 年 令 群別 平 均 胸囲 発 育

令 群A

Bll

Cll

U12

鈕12

F13

G13

H14

114

J

11年 以 前

011

6～11

0^12

612

0～13

6-r13

0-r14

6～14

15年 以 後

5

11

5

zz

5

11

5

i1
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(表1>の 通 りで、 初潮 年 令 の 加速 現 象 の 解 明 は対 象者 の社 会経 済 的 要 因

の 追 求 が 必 要 で あ る とされ て い る。 又、 我 が 国 に 診い て も、1922年 武政

氏 の 調 査 で は1・ ヶ月、1929年 松 山 氏 の報 告 で は15年0ヶ 月、

1961年 木 村 氏 の 報 告 に 依 る と12年10ヶ.月 。 又、1969年 高 石 氏 の

報 告 では12年6ヶ 月 と、 順 次、 加速 現 象 の み られ た こ とは興 味 深 い 。 即 ち、

社 会 経 済 的 要因 に共 う文 化 の影 響 と もみ られ 、 発 達 の加 速 現 象 は、m化 の

現 象iや か に表 現 され て い る よ うで ある。

(Fig3)、(Fig4)、(Fig5)は 、 初 潮隼 令 の若 い者 か ら順 に、

6ヶ 月毎 の1◎ の初 潮 年令 群Aか らJに 分 類 し、 この それ ぞ れ の群 の 身 長 。

体 重 。胸 囲 の平 均 発 育 曲線 を比 較 した もの で あ る。 こ れ に依 る と、 初 潮 年 令

の 中 庸 群 が、 一 般 に良好 な体格 を待 つ とい う結果 が得 られ た 。 身長 に於 い て

最 も高 い 曲線 を示 す のはF、 次 がG・E。A。Bの 順 で、体 重 では 最 も高 い

曲 線 がF。 次 がA。C。B。D。Eの 順 で あ る。 又、 胸 囲 に於 い て も最 も高

い 曲線 を示 す のはE、 次がB・C。D。A・Eの 順 で、 身長 。体 重 。胸 囲 の

何 れ につ い て も、 初 潮年 令 の 遅 か ったH。1。J群 の体格 は、 低 い 発 育値 を

示 して い る。

② 出生 時 の 状態 に つい て

出 生時 に低 体 重 で あ った と力丶 正 常 産 で なか った者 は、 女子 高 校 生 で は、

対 象 者 の4、0パ ーセ ン ト16名 に み られ 、 こ の者 の 自己 信頼性 検 査 結 果 を、

幽 生 時 正 常 で あ った 者 のそ の検 査結 果 と比 較 した場合 、 出生 時 に低 体 重及 び

異 常 産 で あ った 者 は 自己 信頼 性 に乏 しい とい う結果 が得 られ 危 険率1%以 下

の 水 準 で有 意 の差 が 認め られた。 即 ち、

ア リ ナ シ

8◎ パ ー セ ン

タ イ ル 以 上
5 15

79パ_セ ン

タ イ ル 以 下
15 363

畄2鴇7.34

'rte険 率0 .01>P>0.005

短 大 生 に 梦 い て は異 常 産 で あ っ定者 は、 対 象 者7.2パ ーセ ン ト15名 にみ

られ た。

生 れ た時 、 未 熟 で あ った と力丶 お 産 に異 常 が あった 子 供 には 、 保 育者 が、

非 常 に 気 を配 る こ とに もな り、 依 存 性 を 生 む傾 向が あ るの で あろ うか 。 この

点 に つ い ては 尚 、追 求 の余 地 が あ る よ うで あ る。

(31病1埜 につ い て

既 往 歴 を記 した者 は(Table6)、 高 校 生 では 全Subjectの23・7パ
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Tabje6: 病 歴

高 校 生 短 大 生 Total

疾 病 名
N 百分率 N 百分率

き

N 百分率

虫 垂 炎 1? 182 23 23.2 40 20.8

耳 下 腺 炎 1 1。0 15 15.1 16 8.3

肺 炎 12 12.8 7 70 19 9.8

百 日 咳 11 11.8 4 4.0 15 7.8

自 家 中 毒 10 10.7 1 1.0 11 5.7

疫 痢 7 ?,5 2 幺0 g 4.6

腎 臓 炎 7 7.5 8 s.o IJ 7.8

重 症 風 邪 7 7.0 7 3.6

水 痘 4 4.3 1 1.0 5 2.6

肺 結 核 4 4.3 4 2.1

鼻 炎 4 4.0 4 2.1

皮 膚 化 濃 3 3.0 3 1β

肝 炎 3 3.1 3 3.0 6 3:1

蓄 隈 症 3 3.1 3 1,6

猩 紅 熱 1 1∫) 3 3.0 4 2.1

ア レ ル ギ ー
1 1ゆ 4 40 5 26

赤 痢 2 2.1 4 4.0 E 3.1.

ジ フ テ リ ア 3 3.1 1 1ρ 4 2.1

小 児 結 核 3 3.1 3 1.6

中 耳 炎 3 3ユ 3 1β

腹 膜 炎 2 a1 2 1つ

脚 気 2 2.1 2 1.4

ヘ ル ニ ア 2 2.1 1 1ρ 3 16

腎 下 垂
1 1P 1 0.5

小 児 ゼ ン ソ ク
2 24 2 1.4

扁 桃 腺 炎 2 2,1i7 7.0 9 4.6
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高 校 生 短 大 生 Tota1
疾 病 名

N 百分率 N 百分率 N 百分率

ア デ ノ イ ド 1 1ρ 2 2.4 3 1.6

1)ン パ 腺 炎 1 1ρ 1 0.5

胃 炎 1 1.4 1 1つ 2 1ゆ

腸 炎 1 1ρ 1 p5

若 年 性 高 血 圧 1 1ρ 1 p.5

大 腸 カ タ ル 1 1.0 1 0.5

気 管 支 炎 1 1Q 1 0.5

泉 熱 1 1∫} 1 0.5

胃 潰 瘍 1 to 1 0.5

外 茸 炎 1 1ρ 2 p5

心 臓 病 1 1ρ 1 1: 2 1.0

ひ き つ け 1 10 1 1ゆ 2 z.o

肺 門 リン パ 腺 炎 1 1ρ 2 1.0

疽 嚢 炎 垂 ,姻 1 0.5

貧 血
　

1 1か 1 0.5

t臓 炎 1 1.0 1 0.5

騨 臓 炎 1 14 1 0β

日 射 病 1 1.4 i Q.5

十 二 指 腸 潰 瘍 1 1ゆ ユ 05

悪1生 消 化 不 良 i 1∫) 1 1α5{

肺 し ん じ ゅ ん i 1ゆ 110.5

山
シ ハ ン 炳 1 1.Q 10。5

りs一 マ チ 熱 i 1ρ 1iO.5

肋 膜 炎 2 2ユ 2 1.0

疑 似 脳 膜 炎 1{L° 1 0.5

羣

‐zs‐



一 セ ン ト93名 で、 短大 生 で は47.1パ ー一セン ト99名 で あ った 。 こ の者 達

の 身体 発 育 。PersonalityTest結 果 と、病 歴 な しのGroupの それ らの

値 の間 には、 何 らの 関係 、 有 意 の差 も認 め られ な か っ た。

・4}怪 我 の発 生 に つ い て

記憶mる 大 きな 怪我 を した こ との あ った者 は 、高 校 生 で はSubjectの

7.9パ ーセ ン ト31名 にみ られ 、 短大 生 ではSubjectの31.9パ ーセ ン ト

67名 にみ られ た。 この 内 、火 傷の 占め る割 合 が 最 も高 く、 高校 生 で は15,6

パ ーセ ン ト5名 に み られ、 短 大生 で は23.8パ ーセ ン ト16名 に み られ たが 、

これ らの者 のPersonalityTest結 果 ・身体 発 育値等 と、 怪我 の無 か った

者 のそ れ らの値 の間 には 、相 関 関 係及 び、 有 意 の差 等 の あ る事項 は 認 め られ

な か った。

丁台ble7. 偏 食 に つ い て

'

食 物{N 百分率 食 物 Ni百 分 率

人 蔘 36 32.4 貝 類 3 2.7

ピ ー マ ン 17 15.3 豆 類 3 2.7

肉 類 1fi 14.5 カ ボ チ ャ 3 2.7

肉 の 脂 身 i6 14.5 ゴ ボ ウ 3 2.7

羯 肉 14 12.6 ナ ス 3 2.7

ソ ー セ ー ジ 14 12.6 甘 い 菓 子 3 2.7

葱 ユ3 11.? 豆 腐 製 品 2 1.$

魚 19 7.1 バ タ ー 〃 〃

チ ー ズ 11 9.9 ニ ラ 〃 u

牛 乳 10 s.o 大 根 〃 〃

ア イ ス ク リー ム 10 9.0 ウ ド // 〃

豚 肉 7 6.3 ミ ョ ウ ガ 〃 〃

ト マ ト 6 5.4 み そ y 〃

玉 葱 5 4.5 ぬ か み そ 漬 け 〃 7

一豆 腐 4 3.6 梅 干 〃 〃

ア ス パ ラ ガ ス 4 3.6 山 芋 〃 〃

有 色 野 菜 5 4.5 バ ナ ナ 〃 〃

う な ぎ 6 5.6
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以 上の 他、Nr(百 分 率0.9)に み られ る偏 食 につ い て そ の食 物 を あげ る

と、

牛 肉 、 す き や き の 肉 、 レ バ 丶 馬 肉 、 マ グ ロ、 タ コ 、 鯖 、 ア ジ、 シ ヤ ケ 、

さ しみ 、 青 魚 、 魚 加 エ 食 品 、 か ま ぼ こ、 川 魚 、 イ ク ラ、 タ ラ、'小 魚 、 魚

の缶 づ め 、 ホ ヤ、 ナ マ コ 、 鶏 卵 、 生 卵 、 プ リ ン、 油 揚 げ 、 納 豆 、 三 つ 葉 、

レ タ ス 、 春 菊 、 パ セ リ、 セ ロ リ、 生 玉 葱 、 ニ ン 轟 ク 、 フ キ 、 も や し、 サ

ツ マ 芋 、 椎 茸 、 キ ウ リ、 白菜 、 白 菜 の 白 い と こ ろ
、 イ ン ゲ ン、 ジ ャ ガ 芋 、

パ イ ン ア ッ プ ル
、 桃 、 み か ん 、 ワ カ メ 、 コ ン ブ、 ボ タモ チ 、 誇 し る こ 、

ゼ リ 丶 聆 は ぎ、 和 菓 子 、 ビス ケ ッ ト、 ラ ッ キ ョ ウ、 塩 辛 、 つ くだ 煮 、

味 の 素 、 ピ ー ナ ツ 、 マ ヨ ネ ーズ 、 ゴ マ 、 マ ー ガ リ ン

⑤ 偏 食 につ い て

嫌 い な食物 が あ る と してsこ れ を あげ た 者 は、 高校 生 で はSubjectの

28.3
,パーセ ン ト111名 あ り、 短 大 生 で はSubjectの64.7パ ーセ ン ト

136名 で あ った。(Table7)こ れ ら偏 食 の あ った 者 は、 無 か っ た者 との

間 に、欲 求不 満 磁 の項 目に つ いて有 意 の差 が 認 め られ た。 即 ち、 偏 食の あ る

者 は、欲 求 不満 感が 高 い とい う結果 が得 られ 、 食 物 の好 き嫌 い の あ る 屯のは、

そ れ だけ欲 求 の水 準 も高 い とい うのは、 当 然 の 結果 と 竜言 い得 る の で あ ろ う。

た だ 面 白か っ た のは、 嫌 いな 食 物 と して上 げ た 中 に、 す きや きの 肉、 生 玉 葱、

ナ マ コ、 ホヤ、 馬 肉、 等 と、 何 と も奇 妙 な形 態 を して、 食 物がSubjectの

眼 前 に現 わ れ てい る こ とで あ る。 当然 の こ と なが ら偏 食の 身体 発 育へ の 影 響

は む しろ、 偏 食 の あ る者 の発 育が 良か った。

又 、 今 回 の結 果 で は、 偏 食 の あった 群 は 、無 か った 群 よ り、dohrer指 数

の 高 い者 が 多 い とい う結 果 が 認 め られ、 危険 墨5%以 下 の有 意 の 水 準 で差 が

認 め られた 。

欲求不満偏 食 ア リ ナ シ

79パ ー セ ン

タ イ ル 以 下
3i 15$

80パ ー セ ン馬タ イ
ル 以 上

83 123

xz=27.39

危 険 率P<0.005で 有 意 で あ る。
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　 ゆ
1譖 食

ア リ ナ シ

夢37以 至
81 211

低 い
137以 下

28 120

xL-4.1

危 険 〉;0.025〈Pく0..05で

有 意 で あ る。

又、 身長 の 高 い もの は 身長 の低 い者 よ り偏 食 の傾 向 が み られ る。

熊纓 ア リ ナ シ

154.6以 上

(高 い 者)
54 47

154.6以 下

(低 い 者)
47 141

欲求不1緊
ア リ ナ シ

20パ ー セ ン

タ イ ル 以 下
4 40

21パ ー セ ン

タ イ ル 以 上
105 246

諾2=23.3

危 険 率P〈0.005で 有 意 の 差

が 認 め られ る。

x2-8.47

危 険 率Pく0.005で 有 意 で あ る。

又、 欲 求 不 満 感 の特 に低 い 者 には 偏 食 は少 ない 。

Z`able8.精 神 ・身体 症 に関 連す る もの

項 目 錘 百分率 項 目 N 百分塰

1発 熱 し や す い 23 10.9 8嘔 吐 し や す い 11 5.4

2排 尿 が 近 い 16 7.6 9ア レルギ ー 性 体 質 34 16.1

3ね つ き が 悪 い 40 19.0 10音 に 敏 感 47 22.3

4下 痢 し や す い 36 17.1 11腹 痛 をおこしやすい 45 21.4

5風 邪 ひ きや すい 71 33.8 12頭 痛 を よ くおこす 74 35.2

6皮 膚 が 弱 い 64 30.4 13便 秘 し や す い 57 27.1

7夜 中にめざめやすい 16 7.6

無 し と回 答 した も の 16 7.6犠
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e

偏 食 の あ る理 由につ い て のaを 求 め る とa「 ア レル ギ ー反 応 を起 す か ら」

とい う反 応 もみ られ た が 、 厂調 理 法 に依 って は食 べ る こ と もあ る」 とい う現

象 もみ られ る。

t6f精 神 。身体 面 に関連 す る問 題

短 大 生 に対 し、精 神 ・身体 症 に 関 連 す る項 目1β を作 製 し、 質問 紙 法 に依

り回 答 を 求 め た ところ 、次 の よ うな結 果 が 得 られ た 。(TabIe8)

精 神 。身体 的 特 徴を持 つ と回 答 したSubjectは 全対 象 者 の92° ー て ン

ト194名 にみ られ た。

こ の結果 か ら、短 大 生 に おい ては 「よ く頭 痛 を 起 す 」35.2パ ーセ ソ トで

最 も多 く、 「風邪 ひ きや す い 」33.8パ ーセ ン トが これ に次 ぎe「 皮 膚 が 弱

い 」30.生 パ ーセ ン ト、r便 秘 しや す い」27.1パ ー セ ン トの順 で あ った 。

一 方 、 幼 児 期i2多 く見 られ た聞 題 行 動(児 玉 氏 他;問 蓮 行動 の分 析)の 「嘔

吐 しや す い 」 は5.4J¥一+-hン ト。 厂夜 中vめ や す い 」7.6° ン ト。

「排 尿 が 近 い」7。6パ ーセ ン ト。等 の 神経 過 敏 性 に関 連す る項 目につ い て の

出現 率 は低 く、 当然 の ことな が ら 、 問題 行 動 の年 令 的 推移 の一 端 のみ られ た

こ とは興 鎌 深い こ とで あ る 。 更 に 、精 神 。身体 面 に関 連 す るも の とし て 、 厂

現 在 、 気 にか か る こと」 につい て の回 答 を求 め た とこ ろ 、(Table9)「

身体 発 育及 び 、外 見(容 姿 等)に 関 す る項 目を あ げ た者 が最 も多 く20項 目。

心 理 的 状 態 及 び 性格 面 と答 た ものが これ に次 ぎel7項 目。体 質 に関 す る項

目15、 疾病14。 生 理 の こ と14。 霽腸 系 に関す る も の4Qと 圧 倒 的 に 、

自 己 の 身体 面 に関心 を 寄せ てい る こ とが うか が え る。 又 、心理 。性 格 面へ の

関 心 も、 これ に次 いで 多 く、少 数 の者 で あ ったが 、家 族 の こ と3、 金 銭 の こ

と1、 将 来 の こ と1、 交 際 面 のこ と1、 等 と、女 子 短 大 生 の 「現 在 気 にか か

る 問題 」は バ ラエテ ィ ーに富 ん で い る 。 こ れ らは 単 に心 気 的で ある とみ る よ

り、 自己 へ の 関心 の高 さ0自 己確 認 の 結果 とみ る方 が妥 当 であ ろ うし、 発 育

・発 達 の結果 と して 、 自己へ の要 求水 準 も分 化 し、高 ま りつつ あ る もの とみ

な され る。
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Table9 現 在 気 に か か る こ と の 内 容

一(短 大女子学生)一

項 邑

肥 り す ぎ

勉 強 の こ と

神 経 質

胃 腸 が 弱 い

背 が 低 い

足 が 太 い

卒業 後 のこと

近 視

スタイルが悪い

や せ す ぎ

生理 日 の 不 順

疲 れ や す い

関

毛

虫

汗

肩

キ

節

深

か

こ

ビ

痛

い

歯

き

り

N

27

13

9

8

8

8

7

6

5

5

5

5

5

3

3

3

3

3

百分率

自 髪 が 出来 た,

お りものが多い,

人 に 甘 え る,

声が出な くなる,

吃 音,

高 血 圧,

物 を言いす ぎる,

頭 痛,

家 の こ と,

化 濃し や す い,

14.1

6.7

4.6

4.2

4.2

4.2

3.6

3.1

2.6

2.6

2.6

2.6

2.6

1.5

1.5

1.5

1.5

1.5

この他2名 にみ られ る項目(百 分率1.0)

金銭 の こと,口 べた,冷 え症,性 格,貧 血,

精神的不安,瀬 桃腺炎,風 邪 ひ きやすい,

平 熱が高い,肌 あれ,就 職のこと。

1名 にみられる項 目(百 分率0.5)

背 が 高い,で きもの,食 欲不振,

十 二脂腸潰瘍,生 活態度,

顔 色が悪い,乗 り物酔い,

顔 が脂症,難 聴,

風 邪ひ くと長 び く,足 が弱わい,

手 に汗をか く,畑 が小さい,

ボ ーイフ レン ドの こと,腕 が太い,

ひ ざ下が鳥はだ,腰 痛,

ね つ きが悪い,髪 が赤い,

時 間の使 い方,親 知 らず,

毎 朝ジンマシンが出る,

物 が重 って見え る,

ね むい,

両親の こと,

消 極 的,

Rh(一),

自 分が 分 らない,

体 の 調 子.

寝 汗をか く,

火 傷のあと9

頭 が悪い,

体 重が増加 しない㌧

母のこと,

人 間性 について,

生理 前の腹痛,

興 雷す ると脈博が早 くなる,

蓄 膿 症,

帰 省 したい,

谷姿が悪し～

鼻の病気。
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Table14 相 関 関 係 一 覧 表 (※ 印は有意水準 にあるもの)

程 度 内 容 Ruv N

高い相関のあるもの
自己信頼性 に澄げる現在(高2)ζ 中2・3の 時
の状態 0.70 389 ゜0

00

1/ 欲求不満感に澄ける現在と中2・3の 時の状態 0,82 387 X

of

(E)Typeに 澄 ける現在 と中2・3の 時の状態 ・
..

ea
v.

ii
(Z)Typeに 澄 げる現在 と中2・3の 時の状態 0.87 a ※

a (S)Typeに 論 ける現在 と中2・3の 時の状態 o.s7 n ear

〃
㈱Typeに 澄 ける覲 在 と中2・3の 時の状態 0.85 1/ ※

〃 ⑯Typcに 誇 ける現在 と中2・3の 時の状態 o.s5 ii ※

〃 社会性に論ける現在 と中2・3の 時の状態 o.70 〃 邂

/J 欲求不満感に論ける現在と中2・3の 時の状態 0.74 〃 kO.O.

かなり相関のあるもの 中2・3の 時の⑤)Typeと(Z}Type 0.43 n ※

t1 中2・3の 時 の(S)〃 と(珊 〃 {}.51 ,i oR

〃 中2・3の 時の偵)〃 と(Z)〃 0.52 a ※

〃 中2・3の 時の㈱ 〃 と倒)〃 fl.52 〃 ※

f/ 中2a-3の 時 の㈹ 〃 乏⑧" 0.50 〃 ※

〃 中2・3の 暗の叙)〃 と⑫)〃 0.43 /! ko

〃 中2・3の 時 の(岡 〃 と(E)〃 惑 0.47 〃 ※

〃 中2・3の 時の⑫の 〃 と(S)〃 0.52 n oaa

u 中2・3の 時の岱)〃 と㈲ 〃 U.43 〃 藤

ti 中2・3の 時の社会性 と自己信頼性 0.67 〃
¥e'
R%;f
.O,

〃 (Z)Typeに 澄 ける現在と中2・3の 時の状態 !: it u.a.

e//
(Z)Typeと ㈹Typeに 澄 ける現在 と中2・3の 時 0.40 a 憑

n (Z)〃 と⑪ 〃 に澄げる現在 と中2・3の 時 0.50 rr c,:o

〃
⑧ 〃 と② 〃 に誇げる現在 と中2・3の 時 0.43 〃 藤

〃 (E)〃 と(S)〃 に 器ける現在 と中2・3の 時 の.44 〃 U

〃 ⑨ 〃 と⑪ 〃 に聆け る現在 と中2・3の 時 o.50 // ※

1/ (瑚 〃 と㈹ 〃 にお・け る現在 と中2・3の 時 0.41 〃 oho
,・a,

〃 (S)〃 と¢ヨ)〃 に於け る現在と中2・3の 時 Q.46 〃 ※

// (S)〃 と㈹ 〃 に誇け る現在 と中2・3の 時 e.・ a o.o

〃 ⑲ 〃 と(Z)〃 に 論げ る現在 と中2・3の 時 0.49 ii oe

〃 僚)〃 と(E)〃 に おける現在 と中2・3の 賻 0.46 〃 ※

〃 ㈲ 〃 と(S)〃 に 論ける現在 と中2・3の 時 0.43 ii
m

〃 ⑧ 〃 と劔)〃 にお・ける現在 と中2・3の 時 0.41 〃
゜O
●
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(

程 度 内 容 Ruv N

亀か なり相関の あるもの
(N)Typeと(E)Typeに 澄け る現在 と中2・3の 時 0.41 389 ※

〃
㈹ 〃 ⑧ 〃 に誇ける現在 と中2・3の 時 0.45 〃 ・x・

〃
(N)〃 ㈲ 〃 に澄け る現在 と中2・3の 時 0.42 〃 ※

ii 自己信頼性 と社会性における現在と中2・3の 時 0.45 〃 ※

〃 社会性 と自己信頼性に澄ける現在と中2・3の 時 0.49 〃 楽

〃 現在にお・ける⑲)Typeと(Z)Type / 〃
c.-

su

〃 3在 に澄ける㈱ 〃 と② 〃 U.54 〃 ※

〃 3,在 に お・け る(臼)〃 と(E)" 0.54 〃 ※

!ノ 覲在 に海ける㈱ 〃 と(S)〃 U.47 〃 ※

〃 現在にお・ける(N)〃 と(Z)" U.41 〃 ※

〃

a

現在にお・ける(嬉)"と(E)〃

現 在に澄ける⑯"と(S)〃

0.43

!
0.52

〃

〃

勢

e)(o
,'e.

〃

〃

現在に知げる社会性 と自己信頼 性

現 在にお・けるΦのTypeと 御)Type

0.63

0.45

1,,

!/

※

i巌

低い相関のあるもの 中2・3の 時 に お・け る(S)Typeと(Z)Type 0.26 〃 擁
ノノ 中2・3の 時 に澄げる欲求不満感 と㈹Type 0.29 〃

a
●s
,m,

〃 (Z)Typeと ⑧Typeに お け る現在 と中2・3の 時 0.23 〃 oath

〃
(Z)'1'ypeと σ◎ 〃 に お・け る現 在 と 中2・3の 時 0.39 〃

゜'
vo
,c

〃
(S)Typeと ② 〃 に澄け る覲在 と中2・3の 時

0.2J v c.e.

〃
eOTypeと ② 〃 に澄け る現在 と中2・3の 時 α39 iv a

〃 ㈹Typeと 欲求不満感に澄げ る現在 と中2・3の 時
0.24 〃 藤

a 現在に診ける(S)Typeと ②Type 0.28 〃
゜
°c
,e.

n

〃 現在における欲求不満感 と㈲Type 0.20 // 楽

〃 現在に澄ける欲求不満感と㈹Type 0.33 a ※

〃 自己信頼性ど学業成績で段階点をとつた 0.36 64

〃 社会性 と学業成績で段階点1を とつたもの 0.23 134

〃 自己信 頼性 と(E)Type20ノ も センタイル以上の もの 0.36 29

〃 社会性 と⑭Type20パ ー センタイル以上の もの 0,37 34

〃 社会性 と(日)Type20パ ー センタイル以上の もの 0.3;. 45

// 欲求不満感 と学業成績で段階点1を とつたもの 0.35 58

〃 欲求不満感 と(z)Type20パ ー センタイル以上の もの / 52

〃 欲求不満感 と(眄Type20パ ーセンタイル以上 のもの 0.23 45

低い逆相関のあるもの 現在 に澄ける社会性 と(N)Type
一 〇.24 :' ※
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程 度 内 容 Ruv Nl {
低い逆相関のあるもの

〃

自己信績准と欠席日数

肥りすぎのものと社会性

一 〇z1

-021

128

46

ほ とんど相関のない竜の

t/

やぜすぎのものと自己信頼性

肥 りすぎのものと欲求不満感

0.03

4

79

}
48}

ほとんど逆相関のないもの

a

〃

a

社会性と初潮年令

麗りすぎの ものと自己信頼性

やせすぎの ものと社会性

やせすぎのものと欲求不満感

一 〇.03

-0 .04

-0.15

-0 .09

351

48

79

78#
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(附)

i

葺

Pers・ntyTest間 の 相 関(N-389)

OriginalCorrelationMatrix

'Z

1

F

2

S

3

H

4

N自 社 欲

5678

ZESHN自 社

9141112131415

欲

16

中

鷲3

;

'

zl

E2

S3

H4

N5

自6

社7

欲8
、

0.43

0.26 0.51

0.52 0.50

0.43

0.13-0.玉2

0.02-0.01-0.00--D.12

0ユ2

o.s7

0.52
曽

0.43 0.47 0.52

o.i7

0.12

0ユ3

0.17

0ユ0

a.02

0.10 029-0.05-0ユ2

ぬ
咼

2

'Zg

E10

S11

<H42

N13

自14

社15

欲16
丶

1'

0.43

0.40 OZ3 0.50 0、390、1110,◎80ユ4

0.410.1:3--0.010.12

0.49-:0:0.2-0.050.10

0.410。05一 イ).て)60.i7

0.85-0.14--0.1.50.24

Q.70…0.45--4.03

!

0280.46

0.540.540.47

!..

0.46

0.44 0.50

046029 1:

049 0.46 0.43 1:

0.410.430.520.450.39 Q.41 0.45 0.42

丶

0ユ30ユ4-0ユOo.070.19

a.03--0:04--0.12-0.08-0.240.63

0ユ2

0ユ5

0.14

0.05--0.00--0.07

0.09

11

1i

0:11-0:14

0.00-O,Y9

0.13

0.490:70-0.0'9

0.160.150.120.200.33--0.13-0.190、30-0ユ4-0ユ80,85
ノ ノ

㌧

中
y

3

駈 v

高2

※ 相関及び逆相関のあるもの疼はアグダー ライツ印。 ※※
アンダー ライ,ンのある ものは有意水準 にある



(7)そ の他 のP醇sica至 な面 及 びPsgchologicalな 面 等 の 関係

女 子 高校 生 に つ い ての 調 査 では 、 学 業成 績 で段 階 点1を 取 っ た者 と、

自已信 頼性 結 果 と との間 に は、Ruv=0.36と い う低 い相 関 が認 め ら

れ、 当然 の こ とな が ら、 悪 い 成績 を取 る こ とは 自已信 頼性 を低 め て い る

ようで ある。逆 に、 学 業 成 績 で段 階 点5を 取 った 者 と、 社会 性検 査 結 果

との間 の相 関は、Ruv講0.23で 低 い相 関がみ られ、 学 業 成 績 のm

者 は、 や や社 会性 成 熟 度 が 高 い よ うで あ る。 又、 学 業 成 績 で、 段 階 点1

を取 っ た者 は、 欲 求不 満感 との 間 に もRuv=0.35の 低 い 相 関 が み ら

れた。 欠 席 日数 と自巳信 頼 性、 肥 りす ぎの者 と社 会 性 の 間 には低 い逆 相

関、kUV竃 一 α 翕1の 数 値 が得 られ た が、 しか し、 欠 席 日数 が 多 くな

る と 自己信 頼 性 が乏 しくな り、 肥 れ ば肥 るほ ど社 会 性 が乏 し くな る とは、

直 に言 い切 るわけ に は ゆか な いか も知 れ ない。 そ の他、Personality

項 目間 の 関係 等 につ い ては、 今 回は 報告 は省 略 す るが、 対 象女 子 高校

生 のPersonalityは 、 中3か ら高2ま で の3年 問 に於 い て は、 個 々の

項 目間 の発 達(有 意 差)は み られた が、 身 体 発 育 の大 きな変 化 に拘 らず

著 しいC垣 飆geを みせ て い な か った とい う事 実 が得 られ た。

総 括

昭 和38年 度、 高知 県 の某女 子 高校2年 生440名 につ い て、 中学校3年

よ り高 校2年 次 に致 る3年 間 の、 身 体 発育 状 況 、初 潮 年令 、 生 育歴 、 偏 食 の

有 無 等 のPhysicalな 条 件 に つい ての調 査 と共 に、 精研 式i'ersonality

Inventory、 正 木 氏 自巳信 頼 性 ・社 会性 ・欲求 不 満 感 の各検 査 を施 行 した。

対 象 者 の3年 間 の身 体 発育 は 、 身長 は 中3・ 高1に 於 いて は 文部 省値 を や

や上廻 わ った が、 高2で は身長 も文 部 省値 よ り低 くな り、 体 重 は、 この3年

間す べ て文 部 省値 を下 廻 る低 い 発育 値 を 示 す もの で あ らた。

短 大女 子学 生(昭 和44年 廉)210名 につ い て は、 身 体 発 育過 程 の記録

が 無 い た め、 比較 に出来 な か った が、 現時 点で の身 体 発育状 況は、 身長

156.6侃(標 準偏 差5.56)で 、 胸 囲は83.5CTIZ(標 準 偏 差4.00)、

Rohrer値 は139(標 準偏 差0.60)で 、 い ず れ も、対 象 高校 生 よ りは 身

体 的 発 育 の高 い とい う状 況 が み られ た。

初 潮 の平 均 年令 は、 対 象高 校 生 では12年9ケ 月(標 準偏 差i・39年)で 、

一 方 、 短 大 生 では13年1ケ 月(標 準 偏 差1.14年)で 、 この数 値 は東 京 都

内某女 子 大 に於 いて調 査 した 加 藤氏 の値 とほぼ 一 致 し、 遅 い もので は なか っ

た。

一23一



初潮 年 令 の早 い 者 か ら遅 い者 に10郡 に分 類 し、 そ れぞ れ の群 の 平均 身体

発 育 値 を嬢 較 した とこ ろ、 初 潮年 令 が 平 均 に 近 い群 の体 格 が 優秀 で あ り、 初

潮年 令 の遅 い群 の体 格 が劣 るとい う傾 向が認 め られ た。

出生時 に低 体 重 で あった とか、 異 常産 で あっ た者 は、 そ うで な か った 者 の

群 に 比較 して 自已信 頼 性 の低 い値 を示 す 者 が 多 か っ た。

嫌 い な食 物 あ りと して、 あげ た者 の群 は 、偏 食 な しの 者 に比 較 して 欲求不

満 感 の高い 者 が 多い。 又、 偏 食 の あ る者 は 、Rohrer指 数 値 の高 い 者 が多 か

っ た。

学 業成 績 で低 い点 を取 った 者 は、 自已信 頼 性 結 果 との間 に相 関 が 認め られ

(RuveO.36)、 又、 欲 求 不満 感 との 間 に も低 い 相 関 が認 め られ た。

(Ruv=0.35)一 方、 学 業 成 績 で 高 い 点 を取 っ た者 の社 会 性成 熟 度は、

高い とい う傾 向が認 め られ た。(RuveO・23)

欠 席 日数 と自已信 頼 性、 肥 りす ぎと社会 性得 点 との 間 には低 い逆 相 関 が認

め られ た。(Ruv=-0.21)",

最 後 に、 女 子 大 生 の 身体 発育 状 況 の 資料 を 澄か し下 さ っ た 日本 女 子大 学 の

加 藤 翠先生 に感 謝 申 し上 げ ます 。
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